
がくじゅつ

学術
ろんせつ

論説の
かた

型-
こうぎ

講義

1 
どうにゅう

導入

この
こうぎ

講義の
かくしん

核心は、
がくじゅつ

学術・
ろんせつ

論説の
えいぶん

英文では、
ただ

正しい
じょうほう

情報を
なら

並べるだけでは
た

足りず、「どの
ていど

程度まで
だんてい

断定する

か」「
こんきょ

根拠をどこに
お

置くか」「
じょうけん

条件や
げんかい

限界をどう
さ

差し
こ

込むか」を
ぶんたい

文体として
せっけい

設計する
ひつよう

必要がある、という
てん

点

にある。REG と CLS はここで
ぶんり

分離できず、
しゅちょう

主張の
つよ

強さと
しゅせつ

主節の
お

置き
かた

方が
どうじ

同時に
しぜん

自然さを
き

決める。

2 
ちゅうしん

中心
かだい

課題

なぜ This proves that … は
つよ

強すぎることがあり、These findings suggest that … のほうが
しぜん

自然なのか。なぜ

にほんご

日本語で
さき

先に
お

置かれた
はいけいじょうほう

背景情報をそのまま
しゅせつ

主節にしないほうがよいのか。

3 
ようご

用語

• {
ヘッジング

hedging}: 
だんてい

断定を
すこ

少し
よわ

弱め、
しゅちょう

主張の
きょうど

強度を
ちょうせい

調整する
ひょうげん

表現

• {
クレーム

claimの
きょうど

強度}: 
けっか

結果がどこまで
い

言えるかという
しゅちょう

主張の
つよ

強さ

•
しょうこていじ

証拠提示
evidence framing

: 
けっか

結果・
こんきょ

根拠・
かいしゃく

解釈をどの
じゅんじょ

順序で
しめ

示すかという
せっけい

設計

4 
ほうしん

方針

1.
しゅちょう

主張を 1 
ぶん

文で
い

言い
き

切る
まえ

前に、その
きょうど

強度を
き

決める

2.
けっか

結果、
こんきょ

根拠、
じょうけん

条件を
どうれつ

同列に
お

置かず、
しゅせつ

主節と
はいけいく

背景句に
わ

分ける

3.
がくじゅつ

学術では、
だんてい

断定より suggest、indicate、may のような
ちょうせいご

調整語を
ゆうせん

優先する

5 
ちょっかんてき

直感的な
せつめい

説明

がくじゅつ

学術・
ろんせつ

論説の
えいご

英語は、「
ただ

正しいことを
つよ

強く
い

言う」ことより、「どこまで
い

言えるかを
てきせつ

適切な
つよ

強さで
しめ

示す」こと

を
じゅうし

重視する。だから
けんきゅうけっか

研究結果を
み

見て、すぐに prove や show conclusively と
い

言い
き

切ると、
ぶんぽう

文法は
ただ

正しくても

ぶんたい

文体として
つよ

強すぎることがある。

Display
つよ

強すぎる

This proves that the policy is effective.
ひょうじゅんてき

標準的

These findings suggest that the policy may be effective.
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また、
にほんご

日本語では「この
けっか

結果から」「
いぜん

以前の
けんきゅう

研究を
ふ

踏まえると」のような
はいけいじょうほう

背景情報が
ぶんとう

文頭に
なが

長く
で

出ても
しぜん

自然

だが、
えいご

英語では
しゅせつ

主節に
はや

早く
とうたつ

到達できるほうが
よ

読みやすい。ここでも REG と CLS が
せつぞく

接続する。

6 
げんみつ

厳密な
せつめい

説明

6.1 1. 
しゅちょう

主張の
きょうど

強度を
ちょうせい

調整する

がくじゅつ

学術・
ろんせつ

論説では、
しょうこ

証拠の
はんい

範囲を
こ

超えて
い

言い
き

切らないことが
じゅうよう

重要である。
きょうど

強度
だいひょうひょうげん

代表表現
つか

使い
どころ

所
つよ

強い
だんてい

断定 prove, demonstrate conclusively
じゅうぶん

十分な
しょうこ

証拠がある
ばあい

場合
ひょうじゅんてき

標準的 suggest, indicate
おお

多くの
けんきゅうほうこく

研究報告
しんちょう

慎重 may suggest, appear to indicate
げんてい

限定や
ふかくじつせい

不確実性がある
ばあい

場合

6.2 2. 
こんきょ

根拠は
はいけいか

背景化し、
しゅちょう

主張は
しゅせつ

主節へ
お

置く

ろんせつ

論説で
よ

読み
て

手が
さいしょ

最初に
し

知りたいのは、
なに

何が
い

言いたいことかである。そのため、
こんきょ

根拠や
せんこうけんきゅう

先行研究は Given …、

Based on …、In light of … のような
はいけいく

背景句へ
さ

下げ、
しゅちょう

主張そのものを
しゅせつ

主節に
お

置く。

6.3 3. 
めいしか

名詞化と
がいち

外置で
おも

重さを
ちょうせい

調整する

にほんご

日本語の「〜ことは」「〜という
かのうせい

可能性」をそのまま
えいやく

英訳すると、
ぶんとう

文頭が
おも

重くなりやすい。そこで the 

possibility that …、it is difficult to …、the need for … のような
かた

型へ
ちかん

置換すると、
ろんせつ

論説の
ちょうし

調子が
あんてい

安定する。

7 
さいしょう

最小の
ぐたいれい

具体例

7.1 
れい

例 1: 
しんちょう

慎重な
しゅちょう

主張

Incorrect

This proves that the intervention works for all students.

Correct

These findings suggest that the intervention may be effective for a wide range of students.

しょうこ

証拠の
はんい

範囲を
こ

超えないように、
しゅちょう

主張の
きょうど

強度を
さ

下げている。

7.2 
れい

例 2: 
はいけいか

背景化

Incorrect

From these previous studies, that the current policy needs revision is understood.
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Correct

Based on previous studies, the current policy appears to require revision.

はいけい

背景は
ぜんち

前置しつつ、
しゅちょう

主張は the current policy appears to require revision として
しゅせつ

主節へ
のこ

残している。

8 
べつ

別の
みかた

見方

8.1 
ろんりこうせい

論理構成として
はあく

把握する
かんてん

観点

がくじゅつ

学術
ぶんたい

文体は
ごい

語彙の
かた

硬さだけでなく、
ろんり

論理をどの
じゅんばん

順番で
ていじ

提示するかの
もんだい

問題として
りかい

理解すると
あんてい

安定しやすい。

8.2 
へんしゅう

編集の
ぎじゅつ

技術として
はあく

把握する
かんてん

観点

しょこう

初稿を
なお

直すときは、
たんご

単語の
ちかん

置換より、
だんてい

断定の
つよ

強さ、
はいけい

背景の
いち

位置、
めいしか

名詞化の
うむ

有無を
へんしゅう

編集する
いしき

意識が
ゆうこう

有効である。

9 
みわ

見分け
かた

方

• prove, must, clearly shows が
おお

多いときは
つよ

強すぎないか
かくにん

確認する

•
はいけいじょうほう

背景情報が
なが

長く、
しゅせつ

主節が
うし

後ろへ
お

押されているときは CLS を
うたが

疑 う

•
にほんご

日本語の「〜こと」「〜という
かのうせい

可能性」が
おも

重い
しゅご

主語になっているときは、
めいしか

名詞化や
がいち

外置を
けんとう

検討する

10 どこまで
な

成り
た

立つか

この
こうぎ

講義は
ひょうじゅんてき

標準的 な
がくじゅつ

学術・
ろんせつ

論説
ぶんたい

文体を
たいしょう

対象としている。
ぶんや

分野ごとの
かんこう

慣行や、
ざっし

雑誌ごとの
ぶんたいさ

文体差までは
あつか

扱

わない。

11 
さいしゅうけい

最終形

Display
がくじゅつ

学術
ろんせつ

論説の
きほん

基本

1.
しゅちょう

主張の
きょうど

強度を
き

決める

2.
こんきょ

根拠を
はいけいか

背景化する

3.
しゅちょう

主張を
しゅせつ

主節へ
お

置く

4.
めいしか

名詞化と
がいち

外置で
おも

重さを
ちょうせい

調整する

12 
ひとこと

一言でいうと

がくじゅつ

学術
ろんせつ

論説の
かた

型とは、
ただ

正しいことを
つよ

強く
い

言う
ぎじゅつ

技術ではなく、どこまで
い

言えるかを
てきせつ

適切な
きょうど

強度と
はいち

配置で
しめ

示す

ぎじゅつ

技術である。
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13 
かんれん

関連リンク

→ 講義 レジスターの基本 lecture english register

https://study.bem130.com/lecture/english/register/レジスターの基本-講義/

→ 講義 複文の情報設計 lecture english clause

https://study.bem130.com/lecture/english/clause/複文の情報設計-講義/

→ 講義 定型句と語彙バンドル lecture english collocation

https://study.bem130.com/lecture/english/collocation/定型句と語彙バンドル-講義/

→ 問題演習 論説リライト exercise english register

https://study.bem130.com/exercise/english/register/論説リライト-問題演習/

→ 定石集 要旨英作定石 reference english register-guide

https://study.bem130.com/reference/english/register-guide/要旨英作定石-定石集/

→ 問題演習 要旨英作と要点圧縮 exercise english register

https://study.bem130.com/exercise/english/register/要旨英作と要点圧縮-問題演習/
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https://study.bem130.com/lecture/english/clause/
https://study.bem130.com/lecture/english/clause/%E8%A4%87%E6%96%87%E3%81%AE%E6%83%85%E5%A0%B1%E8%A8%AD%E8%A8%88-%E8%AC%9B%E7%BE%A9/
https://study.bem130.com/lecture/english/collocation/
https://study.bem130.com/lecture/english/collocation/%E5%AE%9A%E5%9E%8B%E5%8F%A5%E3%81%A8%E8%AA%9E%E5%BD%99%E3%83%90%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AB-%E8%AC%9B%E7%BE%A9/
https://study.bem130.com/exercise/english/register/
https://study.bem130.com/exercise/english/register/%E8%AB%96%E8%AA%AC%E3%83%AA%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%88-%E5%95%8F%E9%A1%8C%E6%BC%94%E7%BF%92/
https://study.bem130.com/reference/english/register-guide/
https://study.bem130.com/reference/english/register-guide/%E8%A6%81%E6%97%A8%E8%8B%B1%E4%BD%9C%E5%AE%9A%E7%9F%B3-%E5%AE%9A%E7%9F%B3%E9%9B%86/
https://study.bem130.com/exercise/english/register/
https://study.bem130.com/exercise/english/register/%E8%A6%81%E6%97%A8%E8%8B%B1%E4%BD%9C%E3%81%A8%E8%A6%81%E7%82%B9%E5%9C%A7%E7%B8%AE-%E5%95%8F%E9%A1%8C%E6%BC%94%E7%BF%92/
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